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21．全自動RIA装置　コンセプト　4の使用経験
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RIAの全自動化装置として開発された米国マイクロ
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メディック社のコンセプト4を導入したが，自動化適合

のため専用キットとして作られたコンスルT3，コンスル

T4キットを使用し，基礎的，臨床的検討を行った．

　再現性，稀釈試験，回収試験は満足すべき値が得られ

た．また，他キット間との相関をみると，ダイナボット

社リアキットII（T3）の間においてr・＝o．946，リアキッ

トII（T4）の間ではγ＝＝o．748でコンスルT4の方が低値

をとる傾向を示した．正常者のT3は1．4土0．2　ng／m1，

T4は7．6±1．5μ9／d1であった．
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